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笑
顔
が
今
も
浮
か
ぶ

今
年
の
初
夏
に
一
年
ぶ
り
に
韓
国
を
訪
れ
た
。
共
生
園
に
行
っ
た

時
の
こ
と
で
あ
る
。

小
学
校
一
年
生
に
見
え
る
子
ど
も
た
ち
が
学
校
か
ら
帰
っ
て
く
る

姿
が
と
て
も
か
わ
い
ら
し
か
っ
た
。
お
姫
様
、
王
子
様
の
よ
う
に

見
え
た
。
そ
の
瞬
間
、
涙
が
こ
ぼ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
貴
い
子
ど

も
を
育
て
ら
れ
な
か
っ
た
ご
両
親
の
心
情
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

ソ
ウ
ル
で
韓
国
社
会
福
祉
元
老
会
の
発
足
が
あ
っ
た
。
1
9
6
0

年
、
劣
悪
な
社
会
福
祉
の
現
場
で
汗
を
流
し
た
社
会
福
祉
士
た
ち
、

学
校
で
福
祉
を
教
え
た
教
授
た
ち
、
長
官
や
次
官
を
経
験
さ
れ
た

官
僚
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。

そ
の
中
で
あ
る
若
い
女
性
が
「
私
が
大
学
2
年
の
時
、
故
郷
の
家

の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
2
週
間
参
加
し
ま
し
た
」
と
挨
拶
を
し
た
。

温
か
い
香
り
を
感
じ
た
。
彼
女
は
、
大
統
領
室
の
職
員
に
な
っ
て

い
た
。

翌
日
私
は
、
龍
山
の
大
統
領
室
に
招
か
れ
た
。
そ
こ
で
彼
女
は
、

静
か
に
座
っ
て
い
る
私
の
代
わ
り
に
田
内
千
鶴
子
、
そ
し
て
私
が

日
韓
で
実
践
し
て
き
た
福
祉
の
内
容
を
説
明
す
る
。

10
月
28
日
韓
国
の
木
浦
で
開
催
予
定
だ
っ
た
「
田
内
千
鶴
子
生
誕

1
１
0
周
年
の
記
念
式
典
」
に
大
統
領
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
持
ち
、

大
統
領
室
か
ら
参
列
く
だ
さ
る
と
い
う
一
報
が
届
い
た
。
彼
女
に

電
話
を
し
た
。
電
話
の
向
こ
う
で
「
故
郷
の
家
で
の
お
年
寄
り
の

笑
顔
が
今
も
浮
か
び
ま
す
」
と
、
う
れ
し
そ
う
な
声
が
響
い
た
。

こ
ん
な
に
喜
ん
で
く
れ
る
こ
と
に
感
激
し
た
。
私
も
初
心
に
帰
ら

な
い
と
、
と
決
意
し
た
。
小
さ
な
縁
を
大
切
に
す
る
情
の
文
化
が
、

ま
だ
韓
国
に
は
残
っ
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
・
機
械
文
明
に
隠
さ
れ

た
人
間
本
来
の
温
か
さ
を
彼
女
か
ら
感
じ
た
気
が
し
た
。

社
会
福
祉
法
人
こ
こ
ろ
の
家
族

　
　

尹
基
（Tauchi   M

otoi

）

青空のもと、田内千鶴子生誕 110周年記念式典が挙行された（10月 28日、木浦で）
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10
月
28
日
、
韓
国
木
浦
で
「
田
内
千
鶴
子
生
誕
1
1
0
周
年
記
念
式
典
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
夫
で
あ
る
尹
致
浩
が
創
設
し
た
児
童
養
護
施
設
「
共
生
園
」
を
一
人
で
守
り

抜
き
、
困
難
な
時
代
に
無
償
の
愛
を
貫
き
通
し
た
千
鶴
子
の
生
涯
は
い
ま
も
多
く
の
人

に
支
持
さ
れ
、
式
典
に
は
日
本
か
ら
の
参
加
者
を
含
む
7
5
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
共
生
園
の
講
堂
で
の
記
念
礼

拝
に
続
き
、
祝
賀
公
演
で
は
発
達

障
害
を
持
つ
青
少
年
で
構
成
さ

れ
た
ハ
ー
ト
ハ
ー
ト
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
の
演
奏
や
共
生
園
・
共
生
再
活

院
の
子
供
達
の
合
唱
（
写
真
上
）

が
披
露
さ
れ
、
澄
み
渡
っ
た
木
浦

の
空
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。
開
会

宣
言
は
丁
鐘
得
（
チ
ョ
ン
・
チ
ョ

ン
ド
ク
）「
国
連
世
界
孤
児
の
日
」

制
定
推
進
委
員
会
組
織
委
員
長
。

　
濱
田
省
司
高
知
県
知
事
、
金

瑛
録
（
キ
ム
・
ヨ
ン
ノ
ク
）
全
羅

南
道
知
事
ら
多
く
の
方
々
か
ら

祝
賀
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

　
大
統
領
秘
書
室
の
姜
升
圭
市

民
社
会
主
席
も
駆
け
つ
け
、
尹
錫

悦
（
ユ
ン
・
ソ
ン
ニ
ョ
ル
）
大
統

領
の
祝
辞
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

「
困
難
な
歳
月
の
中
で
も
、
子
ど

も
た
ち
へ
の
変
わ
ら
ぬ
愛
が
韓

日
両
国
国
民
の
心
を
動
か
し
ま

し
た
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
会
場

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
（
次
ペ
ー
ジ

に
全
文
）。

田内千鶴子生誕110周年に集う田内千鶴子生誕110周年に集う

山
田
篤
子
さ
ん

濱
田
省
司
高
知
県
知
事

金
瑛
録
全
羅
南
道
知
事

李
順
載
さ
ん

大
統
領
秘
書
室

　
姜
升
圭
市
民
社
会
主
席

今
こ
そ
世
界
孤
児
の
日
制
定
推
進
を

　
こ
の
日
は
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

思
う
よ
う
に
進
め
ら
れ
な
か
っ
た

「
国
連
世
界
孤
児
の
日
」
制
定
推

進
運
動
を
改
め
て
軌
道
に
乗
せ

る
記
念
す
べ
き

日
と
も
な
り
ま

し
た
。

　
韓
国
の
国
民

的
俳
優
で
あ
り
、

推
進
委
員
会
総

裁
を
務
め
る
李

順
載
（
イ
・
ス
ン

ジ
ェ
）
さ
ん
が
制

定
に
向
け
て
の
決
意
と
力
強
い
呼

び
か
け
を
す
る
と
、
日
本
か
ら
も

阿
部
志
郎
さ
ん
（
日
本
国
連
世
界

孤
児
の
日
推
進
委
員
会
会
長
）の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
次
女
の
山
田
篤
子

さ
ん
が
披
露
し
ま
し
た
（
次
々

ペ
ー
ジ
に
全
文
）。

　
最
後
に
お
礼
の
挨
拶
を
国
会

議
員
の
尹
柱
卿
さ
ん
（
坡
平
尹
氏

代
表
）
が
述
べ
、
閉
会
宣
言
は
高

知
県
日
韓
親
善
協
会
名
誉
会
長

の
西
森
潮
三
さ
ん
が
務
め
ま
し

た
。

　
ま
た
、
式
典
の
前
日
、
10
月
27

日
に
は
「
和
解
と
平
和
」
を
テ
ー

マ
に
日
韓
キ
リ
ス
ト
教
指
導
者
に

よ
る
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
が
開
催
さ

れ
、
日
本
側
か
ら
峯
野
龍
弘
牧
師

（
淀
橋
教
会
）、
韓
国
側
か
ら
金
庄

成
さ
ん
が
登
壇
、
両
国
の
未
来
に

向
け
た
提
案
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

※
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
と
理
事
長
挨

拶
は
次
号
に
掲
載
い
た
し
ま
す

２



　田内千鶴子女史生誕 110 周年、おめでとうございます。 有意義な場を設けてくださった尹基共生福祉財団会長、
慎承男理事長、李順載尹鶴子共生財団理事長に感謝いたします。

　田内千鶴子女史を称えるため、遠い道のりを厭わずご参加くださいました国内外のご来賓の皆様にも深く感謝申
し上げます。 特に日本政府を代表してご臨席くださいました濱田省司高知県知事をはじめ、日本からお越しくださ
いましたご来賓の皆様を歓迎いたします。

　田内千鶴子女史は、一生を愛と献身で3千人以上の他国の孤児たちを育てた「韓国孤児たちの母」でした。女史
の子どもたちに対する愛と献身には国籍という境界は無意味なものでした。
　尹致浩伝道師から始まった共生園と共生園の子どもたちを守り抜いたのは田内千鶴子女史でした。つらくて苦し
かった激動の歳月の中でも子どもたちへの一途な愛が韓国・日本両国の国民の心を動かしました。 韓日両国の国民
が国境を越えて子どもたちを愛する心で一つになり、友情を築いたのがまさに愛の力であり、奇跡です。

　我が子どもたちは、いかなる環境の中でも傷つかずに愛の垣根の中で健康に育つべきです。女史の遺志もこれと
違わないと存じます。この場にご参加された皆様が先頭に立って田内千鶴子女史の遺志を継続してくださること切
に願います。

　今日、この意義深い場を通して、田内千鶴子女史の精神がより広く知られ、実践されることを願います。田内千
鶴子女史の愛と献身に対して韓日両国の国民が見せてくれたご声援とご支持に私も心を添えます。

　もう一度、田内千鶴子女史の誕生 110 周年をお祝いし、ご出席されたすべての方のご健康とご多幸をお祈り申し
上げます。 ありがとうございました。

2022年10月28日
大韓民国大統領　尹錫悦

　首相！　隣国の日本のご発展をご祈願いたします。
　韓日両国の国民が愛し、尊敬する田内千鶴子女史の生涯は誰にも感動を与えるLove Storyです。
　彼女は7歳で韓国に渡り、一生韓国のチマチョゴリを着て、韓国語を話し、キムチを食べながら孤児 3千人を育て
ました。
　しかし、56歳の若さでこの世を去る直前に「梅干が食べたい」とつぶやいたという逸話は私たち皆の心に響きます。
　1999年、小渕恵三元首相は、田内女史の「韓国孤児への愛一代記」のドキュメンタリーをご覧になられ、木浦を訪
問すると約束されましたが、突然お亡くなりになりました。
　彼女は日本人女性ですが、多くの韓国人に愛され、今でも愛されています。
　今日、韓日両国の国民が田内千鶴子女史の生誕 110 周年を迎え、彼女の功績を称えるため木浦共生園に集まりま
した。
　岸田首相！
　来年、木浦共生園にお越しください。首相にご訪問いただくことになれば、今この会場のように日韓両国国民が一
つになり、彼女の感動的なストーリーを振り返りながら、友誼を深めることになるでしょう。
　戦争や飢餓などで困っている子どもたちに希望を与え、世界平和にも寄与することと確信しております。
　首相と日本の安寧とご繁栄をお祈りいたします。
　ありがとうございました。

国連世界孤児の日制定推進委員会総裁　李順載

岸田首相に捧げるお願い
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記念式典で演奏するハートハートオーケストラ

日本が韓国に犯した罪が二つあります。
一つは力と強さで弱さを侵略したことです。もう一つは同化対策です。
同じになれと強要いたしました。違いを認めないのです。
田内千鶴子は、この罪に対する贖罪を願いながら子供たちを愛しました。
田内千鶴子は韓国と日本の橋を渡す和解の使者でした。
和解とは加害者が被害者に対して罪を認める。被害者が加害者を許す。
そして加害者も被害者もまさにそれを受け入れることが、和解です。和解は愛なくしては成立しません。
愛とは理解することです。愛とは信頼することです。
愛とは喜びも悲しみも分かち合うことです。
愛とはいたわり合うことです。
愛とは不義、不正義を喜ばないことです。
愛とは行動することです。
そして愛とは許し合うことです。

戦争が終わって、立場が一変しました。
尹致浩は親日家といって攻撃をされました。田内千鶴子は日本人妻としていじめられました。
このとき「お父さん、お母さんに手を出すな」と。子どもたちは涙を流して、棍棒を持って体を張って二人を守り抜い
たのです。
これが共生園の輝かしい記録であります。愛された子供が愛する人に成長したのです。
愛されたら愛する。愛したら愛される。これが人生であり、社会での出来事でなければなりません。
長い歴史を経たこの共生福祉財団、愛されていい存在でございます。

阪神淡路大震災というのが27年前にございまして、6400名の方々がこの地震で命を失いました。
一番大きな被害を受けたのが、長田区というところでございました。
この長田区で救助された方のうち4人に3人は、市役所でも、警察でも、消防でも、自衛隊でもなく、近隣の人によって、
倒れた家屋から助け出されました。助け、助けられるということを体験したその長田区の人々が、こころの家族の「故
郷の家」を、在日韓国人の老人ホームを温かく迎えたのです。
助けられて助ける、愛されて愛する。それが共生という言葉の意味ではございませんでしょうか。

田内千鶴子は最後に「梅干しが食べたい」と日本語で話しました。
偉業を継いだ息子さんである共生福祉財団会長尹基さんは、在日韓国老人たちは韓国語で「キムチが食べたい」と言
うだろうと、多くの日本人に呼びかけました。堺、大阪、神戸、京都、東京にできた「故郷の家」はそのようにしてで
きた奇跡の施設です。
日本人と韓国人が仲良く暮らす「故郷の家」を訪問して下されば皆が喜ぶでしょう。意義があると思います。

日本国連世界孤児の日推進委員会会長　阿部志郎

願望の文

４



　コンナムルとは韓国語で豆もや
しを意味しています。豆もやしは
大豆を発芽させたもやしで、イソ
フラボンがたっぷり入って、美容
と健康にとても良いクッパになり
ます。いかのだしがクッパの味を
引き立て、ヤンニョムジャンの刺
激で、深い味わいの食欲が進む一
品になります。簡単な材料で出来
ますので、ぜひお試しください。

故郷の家・京都　管理栄養士　　
　　　　　橋本　千恵

①いかを 1㎝ ×3㎝の短冊切りにする。
②もやしの根の部分を切り落とす。
③鍋に水ともやし、塩を入れ柔らかくなるまで煮る。
④③にいかを入れ、沸騰したらうどんスープの素を入れて味を
調える。（いかは煮すぎると硬くなるので注意）
⑤器にご飯を盛り、④のスープをかけ、お好みの量のたれ、青
ねぎを入れて出来上がり。

もやしのクッパ （コンナムルクッパ）

（4人前）

いか ……………………1杯
大豆もやし ……………200ｇ
青ねぎ …………………適量
うどんスープの素 ……1袋
塩 ………………………小さじ 1
水 ………………………1ℓ

青唐辛子（生）…………2本
赤唐辛子（生）…………2本
濃口醤油 ………………40ml
薄口醤油 ………………10ml
みりん …………………10ml
粉唐辛子 ………………小さじ 1

ご飯 ……………………お好みの量　

※たれ（ヤンニョムジャン）

②両手を鎖骨に付けて、肘を
大きく回し、両肘を合わせる
ように円を描いて動かしま
す。

（この動きが難しい場合・痛み
が出る場合は片方ずつ大きく
回して行ってください。）
※内回し 10回・外回し 10回

①片方の手首を逆の手でつかみ、斜め上方向
に引き上げます。
　この際に腕の付け根が伸びるようにやや身
体を倒すとより効果的です。
※片腕 10 秒ほど伸ばし、左右２～３セット
行います。

③これらの動きで痛みがあって動かしにく
い方は、肘を体幹に付け、腕全体を真下
に引き下げるようにして動かしてくださ
い。（この体操は肩こりなどにも効果があ
ります。）
※左右１０回ずつ

介護予防やリハビリに！

四十肩・五十肩予防体操

故郷の家　機能訓練士　中橋 学

金
二
桊
（
キ
ム
・
イ
ッ
テ
）
さ
ん

　
7
月
14
日
、
1
0
1
歳
に
て

ご
逝
去
。
戦
後
間
も
な
い
頃
、

在
日
同
胞
の
帰
還
事
業
に
尽

力
。
在
日
本
大
韓
民
国
民
団
中

央
本
部
、
大
阪
本
部
、
生
野
西

支
部
の
顧
問
な
ど
を
務
め
ら
れ

ま
し
た
。

 

東
村
衛
さ
ん

　
8
月
6
日
、
86
歳
に
て
ご
逝

去
。
こ
こ
ろ
の
家
族
元
理
事
。

神
戸
市
住
宅
供
給
公
社
常
務
、

同
民
生
局
厚
生
部
長
、
同
交
通

局
長
な
ど
を
歴
任
。
退
職
後
、

社
会
福
祉
法
人
「
二
人
同
心
会
」

理
事
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

 

松
本
徳
義
さ
ん

　
8
月
25
日
、
88
歳
に
て
ご
逝

去
。
こ
こ
ろ
の
家
族
元
評
議
員
。

故
郷
の
家
・
神
戸
建
設
当
時
、
三

ツ
星
ベ
ル
ト
取
締
役
副
会
長
と

し
て
尽
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

追
　
悼

5



　

│
│
ご
出
身
は
ど
ち
ら
で
す
か

　
杣　
生
ま
れ
は
北
九
州
で
す
。
父
の
故
郷
は

大
分
県
臼
杵
で
、
小
学
校
4
年
生
の
1
学
期
ま

で
九
州
に
住
ん
で
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
神
戸

に
移
り
ま
し
た
。
当
時
父
は
石
油
会
社
の
支
店

長
を
し
て
い
て
、
神
戸
に
単
身
赴
任
を
し
て
い

ま
し
た
。
家
族
で
一
緒
に
暮
ら
し
た
方
が
い
い

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
引
っ
越
し
ま
し
た
。
私

は
4
人
き
ょ
う
だ
い
の
末
っ
子
で
す
。

　

│
│
ご
両
親
の
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
杣　
父
は
亥
年
生
ま
れ
で
、
真
っ
直
ぐ
に
進

む
の
が
好
き
。
山
に
登
っ
て
も
道
で
は
な
く
獣

道
の
よ
う
な
と
こ
ろ
も
と
に
か
く
直
進
す
る
タ

イ
プ
（
笑
）。ス
キ
ー
を
し
た
り
バ
イ
ク
に
乗
っ

た
り
し
て
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
の
も
好
き

な
人
で
し
た
。で
も
苦
労
人
で
、
高
等
小
学
校

を
卒
業
し
て
か
ら
名
古
屋
の
石
油
会
社
の
丁

稚
か
ら
始
め
た
。
昔
は
一
斗
缶
に
機
械
油
を
入

れ
て
各
工
場
に
配
る
仕
事
を
し
て
い
た
。
担
当

区
域
だ
っ
た
名
古
屋
は
太
鼓
橋
が
多
く
て
、
橋

を
越
え
ら
れ
な
い
。
越
え
る
た
め
に
様
々
な
工

夫
を
し
た
な
ど
苦
労
話
を
よ
く
聞
き
ま
し
た
。

営
業
の
セ
ン
ス
が
あ
っ
て
、
そ
の
後
支
店
長
を

任
さ
れ
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　
母
は
3
人
き
ょ
う
だ
い
の
一
番
上
で
し
た
。

祖
母
は
明
治
生
ま
れ
で
看
護
師
で
し
た
が
早
く

亡
く
な
り
、
家
族
の
中
で
母
親
代
わ
り
を
し
て

い
た
そ
う
で
す
。
私
が
物
心
つ
い
た
頃
か
ら
化

粧
品
の
販
売
を
し
、
常
に
12
〜
13
人
の
人
を

雇
っ
て
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
私
は
家
庭
的

に
は
裕
福
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

│
│
高
校
時
代
に
学
生
運
動
を
さ
れ
て
い

た
と
聞
い
て
い
ま
す

　
杣　
当
時
は
、
男
子
学
生
の
頭
髪
は
丸
坊
主

な
ど
の
校
則
が
あ
り
、
頭
髪
や
学
生
服
を
自
由

化
し
よ
う
と
教
師
た
ち
と
交
渉
し
た
こ
と
が
始

ま
り
で
し
た
。
友
達
が
学
生
運
動
の
リ
ー
ダ
ー

で
、
時
代
の
流
れ
も
あ
り
そ
の
考
え
に
賛
同
し

て
熱
心
に
活
動
し
て
い
ま
し
た
。

　

│
│
少
年
時
代
か
ら
正
義
感
の
強
い
お
子

様
で
し
た
か

　
杣　
そ
う
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
学
生
運

動
に
打
ち
込
ん
で
い
た
最
中
、
母
親
が
病
気
に

な
り
「
あ
と
半
年
の
命
」
と
い
わ
れ
て
ね
。
そ

れ
を
聞
い
て
学
生
運
動
か
ら
戻
れ
た
ん
で
す
。

母
は
、
治
療
が
効
い
て
80
歳
ま
で
生
き
ま
し

た
。
父
親
も
51
歳
、
私
が
小
学
校
5
年
生
の
と

き
に
癌
が
見
つ
か
り
「
あ
と
半
年
の
命
」
と
言

わ
れ
た
の
で
す
が
99
歳
ま
で
生
き
ま
し
た
。
そ

の
人
そ
の
人
に
寿
命
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。
　

│
│
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
に
な
ら
れ
た
き
っ
か
け

を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
杣　
22
歳
の
と
き
に
初
め
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

行
き
ま
し
た
。
訪
れ
て
み
て
英
語
は
絶
対
に
身

に
つ
け
た
い
と
、
英
語
を
勉
強
し
よ
う
と
思
い

ま
し
た
。
し
か
し
当
時
は
英
語
学
校
に
通
う
お

金
が
な
い
。
姉
の
友
達
が
「
無
料
で
英
語
を
教

え
て
く
れ
る
こ
と
ろ
が
あ
る
。
お
茶
と
ケ
ー
キ

ま
で
ご
ち
そ
う
し
て
く
れ
る
ら
し
い
」
と
、
教

え
て
く
れ
た
ん
で
す
。
そ
こ
に
飛
び
込
み
ま
し

た
。英
語
学
校
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
学
院
で
し
た
。

日
曜
聖
書
勉
強
会
に
通
う
よ
う
に
な
り
、
英
語

を
教
え
て
く
だ
さ
る
ア
メ
リ
カ
人
宣
教
師
デ
ー

ル
夫
妻
と
知
り
合
い
ま
し
た
。

　

20
歳
で
自
分
の
会
社
を
持
ち
ま
し
た
が
、

色
々
う
ま
く
い
か
ず
仕
事
の
事
で
悩
ん
で
い
ま

し
た
。
そ
ん
な
と
き
、ア
メ
リ
カ
で
開
発
さ
れ

た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
密
閉
容
器
の
タ
ッ
パ
ー
ウ
エ

ア
社
の
重
役
が
神
戸
に
や
っ
て
き
て
「
聖
書
は

最
高
の
経
営
学
の
本
」
そ
し
て
「
自
分
が
し
て

ほ
し
い
よ
う
に
人
に
し
て
あ
げ
な
さ
い
」
と
、

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
聖
書
の
言
葉
を
信
じ
て

み
よ
う
と
、
洗
礼
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
と
き

私
の
全
財
産
は
8
万
円
。
ガ
ソ
リ
ン
1
リ
ッ
ト

ル
50
円
の
時
代
。
1
日
使
う
お
金
は
5
0
0
円

と
決
め
て
心
機
一
転
頑
張
っ
て
み
よ
う
と
思
い

ま
し
た
。

　

│
│
不
動
産
の
仕
事
で
独
立
し
た
経
緯
を

教
え
て
く
だ
さ
い

　
杣　
高
校
を
卒
業
し
た
ら
大
学
に
進
学
し
、

会
社
に
就
職
す
る
人
生
を
思
い
描
い
て
い
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
大
学
入
学
試
験
の
た
め
の
予

備
校
の
試
験
を
受
験
し
た
ら
合
格
点
に
は
達

し
て
い
た
の
に
「
あ
な
た
は
本
校
に
不
適
合
な

の
で
学
校
に
は
入
れ
ま
せ
ん
」
と
入
学
を
断
ら

れ
た
！　
学
生
運
動
し
て
い
た
通
知
が
高
校

か
ら
あ
っ
た
よ
う
で
す
。こ
れ
で
「（
今
後
の
人

生
設
計
の
）
方
針
転
換
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

な
」
と
思
い
ま
し
た
。エ
リ
ー
ト
街
道
を
歩
む

つ
も
り
だ
っ
た
の
で
す
が
、「
ほ
か
の
人
が
大
学

で
4
年
間
勉
強
す
る
間
に
自
分
は
社
会
に
出

て
勉
強
し
よ
う
」
と
決
め
ま
し
た
。
そ
し
て
と

あ
る
会
社
に
入
社
し
セ
ー
ル
ス
マ
ン
し
て
ス

タ
ー
ト
。
そ
れ
は
今
で
い
う
催
眠
商
法
の
会
社

で
し
た
。
新
潟
、
神
奈
川
、
逗
子
、
富
山
な
ど

全
国
に
飛
び
回
り
商
品
を
販
売
。
6
月
に
入
社

し
た
そ
の
会
社
は
結
局
、
11
月
に
倒
産
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
け
れ
ど
そ
の
短
期
間
で
人
間
関

係
や
、
日
本
国
内
と
い
え
地
域
で
文
化
や
人
々

の
感
触
が
違
う
と
い
う
な
ど
多
く
の
こ
と
を
学

び
、
今
の
仕
事
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　
次
に
不
動
産
会
社
に
入
社
。
戸
別
訪
問
の

営
業
を
し
ま
し
た
。「
こ
こ
は
買
い
そ
う
だ
、こ

こ
は
買
っ
て
く
れ
そ
う
に
な
い
」
な
ど
先
入
観

を
持
た
ず
に
1
軒
1
軒
コ
ツ
コ
ツ
と
回
っ
て
い

く
と「
確
率
」が
上
が
る
こ
と
を
覚
え
ま
し
た
。

そ
し
て
何
を
す
る
に
も
様
々
な
こ
と
を
想
定
す

る
「
準
備
8
割
」
も
学
び
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
そ
の
会
社
の
課
長
だ
っ
た
人
と
2

人
で
起
業
し
ま
し
た
が
、
半
年
で
そ
の
人
が
辞

め
1
人
で
仲
介
か
ら
始
め
、
建
て
売
り
・
マ
ン

シ
ョ
ン
賃
貸
業
（
分
譲
）
に
拡
大
。の
ち
に
70

か
所
の
マ
ン
シ
ョ
ン
賃
貸
事
業
に
専
念
し
ま
し

た
。

　

│
│
当
法
人
こ
こ
ろ
の
家
族
と
の
出
会
い

を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
杣　
牧
師
で
衆
議
院
議
員
、
日
韓
議
員
連

　

今
号
は
、
当
法
人
理
事
で
神
戸
市
の
不
動
産
・
建
設
業
﹁
株
式
会
社
サ
ン

ビ
ル
ダ
ー
﹂
会
長
、そ
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ﹁
神
戸
平
和
研
究
所
﹂
理
事
長
の
杣
︵
そ
ま
︶

浩
二
さ
ん
に
ご
登
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
自
ら
創
業
し
た
会
社
を
一
代
で
大
き

く
成
長
さ
せ
た
杣
さ
ん
。
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
し
て
の
礎
も
大
切
に
し
な
が
ら

宗
教
や
宗
派
を
超
え
た
独
自
の
研
究
を
し
論
文
を
発
表
。
そ
の
研
究
で
モ
ル

ド
バ
国
立
教
育
大
学
名
誉
教
授
に
も
な
ら
れ
大
学
や
海
外
で
講
演
活
動
も
さ

れ
て
い
ま
す
。
常
に
世
界
を
見
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
感
覚
を
持
ち
、
ス
マ
ー
ト
な

姿
の
源
は
40
年
近
く
継
続
し
て
い
る
テ
ニ
ス
に
も
あ
る
よ
う
で
す
。

 
さん

杣 浩二 「
違
い
」
よ
り
「
共
通
点
」
に
注
目
し
た
い

盟
の
会
長
も
さ
れ
て
い
た
土
肥
隆
一
先
生
と
以

前
、一
緒
に
活
動
を
し
て
い
ま
し
て
、こ
こ
ろ

の
家
族
を
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
韓
国
木

浦
の
共
生
園
に
も
行
き
田
内
千
鶴
子
さ
ん
の
功

績
に
も
触
れ
て
き
ま
し
た
。

　

│
│
2
0
1
0
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
神
戸
平
和

研
究
所
を
設
立
さ
れ
ま
し
た

　
杣　
き
っ
か
け
は
阪
神
淡
路
大
震
災
で
す
。

私
は
50
歳
に
な
っ
た
ら
仕
事
を
息
子
に
継
が

せ
、テ
ニ
ス
や
ゴ
ル
フ
を
し
て
遊
ぼ
う
と
思
っ

て
た
。
と
こ
ろ
が
震
災
が
勃
発
。
友
達
も
亡
く

な
り
、
多
く
の
方
々
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
亡

く
な
っ
た
人
た
ち
も
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
っ
て
、

生
き
残
っ
た
人
た
ち
も
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
？
と
思
い
が
募
り
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
時
に
ア
メ
リ
カ
人
の
宣
教
師
が

き
て
車
で
震
災
直
後
の
神
戸
を
案
内
し
ま
し

た
。
す
る
と
「
信
じ
ら
れ
な
い
。
壊
れ
か
け
の

店
で
人
々
が
整
然
と
並
ん
で
い
る
。
避
難
所
で

も
秩
序
を
保
っ
て
生
活
し
て
い
る
。こ
れ
が
ア

メ
リ
カ
な
ら
暴
動
略
奪
が
起
き
て
い
る
」
と
、

日
本
人
の
気
質
に
驚
く
の
で
す
。

　
ま
た
2
0
0
4
年
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
ア

ジ
ア
基
督
者
実
業
人
会
で
の
知
り
合
っ
た
韓
国

の
旅
行
会
社
の
社
長
か
ら
「
日
本
に
初
め
て
来

た
と
き
、
日
本
人
は
ど
の
人
も
親
切
で
丁
寧
、

そ
し
て
誠
実
な
対
応
を
し
て
く
れ
る
。
儒
教
仏

教
の
国
な
の
に
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
み
た
い
な
の

は
何
故
？
」
と
聞
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な

こ
と
は
考
え
た
こ
と
も
な
か
っ
た
の
で
「
勉
強

し
て
1
〜
2
年
後
に
返
事
す
る
」
と
宿
題
を
課

し
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
を
き
っ
か
け
に
「
隠
さ

れ
た
日
本
の
歴
史
が
あ
る
の
で
は
」
と
研
究
を

始
め
ま
し
た
。

　

│
│
独
自
で
研
究
を
始
め
ら
れ
た
の
で
す
か

　
杣　
「
い
ろ
ん
な
宗
教
が
あ
る
け
れ
ど
神
・

仏
な
ど
呼
び
名
は
違
え
ど
元
を
た
ど
れ
ば
同
じ

神
の
こ
と
で
は
な
い
か
」
と
多
く
の
日
本
人
は

考
え
て
き
た
の
で
は
？
と
。
し
か
し
残
念
な
が

ら
確
乎
た
る
証
拠
も
証
明
も
な
く
今
に
至
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
先
の
韓
国
人
社
長
か
ら
の

質
問
も
あ
り
、
私
は
1
9
9
8
年
頃
か
ら
こ
の

テ
ー
マ
に
興
味
を
持
ち
、
日
本
古
代
史
を
研
究

し
始
め
ま
し
た
。
日
本
語
と
ヘ
ブ
ル
語
が
意
味

も
発
音
も
似
て
い
る
と
い
う
文
献
を
読
み
益
々

興
味
が
沸
き
ま
し
た
。
日
本
の
研
究
者
の
協
力

を
得
て
研
鑽
し
た
結
果
、
香
港
博
物
館
で
古
代

海
洋
航
路
図
を
見
つ
け
ま
し
た
。
な
ん
と
日
本

は
Ｂ
Ｃ
2
0
0
0
〜
1
0
0
0
年
頃
か
ら
バ
ビ

ロ
ン
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
、エ
ジ
プ
ト
と
交
易
が

あ
っ
た
こ
と
、「
日
本
古
来
の
神
と
イ
ス
ラ
エ
ル

の
神
仏
の
共
通
点
」
を
発
見
し
、
書
籍
を
出
版

し
ま
し
た
。
信
仰
の「
違
い
」に
注
目
し「
対
立
」

す
る
の
で
は
な
く
、
お
互
い
の
「
共
通
点
」
に

注
目
し
「
協
調
」
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
と
呼
び

か
け
、「神
戸
平
和
研
究
所
」を
設
立
し
ま
し
た
。

多
く
の
宗
教
宗
派
の
リ
ー
ダ
ー
の
方
々
が
協
力

を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

│
│
2
0
1
1
年
に
は
大
き
な
祭
典
も
開

か
れ
た

　
杣　
11
月
6
日
に
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ

ル
で
「
東
日
本
大
震
災
鎮
魂　
世
界
平
和
へ
の

祈
り
と
音
楽
の
祭
典
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
日

本
政
府
代
表
や
イ
ス
ラ
エ
ル
駐
日
大
使
、
韓
国

領
事
の
ほ
か
各
国
名
誉
領
事
た
ち
約
8
0
0

人
も
の
方
々
が
集
ま
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
今
年
11
月
11
日
11
時
か
ら
も
同
じ
ホ
テ
ル

で
「
世
界
に
2
つ
の
シ
オ
ン
と
エ
ル
サ
レ
ム
が

あ
る
」「
世
界
文
化
は
聖
書
か
ら
」の
英
語
版

出
版
記
念
会
を
開
き
ま
す
。

　

研
究
し
た
こ
と
は
論
文
に
し
、モ
ル
ド
バ
国

立
教
育
大
学
で
哲
学
の
博
士
号
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
歴
史
家
で
文
学
者
・
教
育
家
の
ア
ビ
グ

ド
ー
ル
・
シ
ャ
ハ
ン
博
士
と
の
ご
縁
が
あ
り
、

著
書
の
監
修
を
務
め
た
り
、ロ
ー
マ
、
バ
チ
カ

ン
、フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
な
ど
各
地
で
学
術
講
演
も

行
い
ま
し
た
。

　
　

　

│
│
こ
こ
ろ
の
家
族
は
高
齢
者
施
設
「
故
郷

の
家
」
を
運
営
し
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
の
高

齢
者
施
設
は
ど
の
よ
う
で
あ
れ
ば
良
い
と
思
わ

れ
ま
す
か

　
杣　
私
自
身
も
高
齢
者
に
な
っ
て
い
き
、
義

母
は
今
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
住
宅
に
お
世

話
に
な
っ
て
い
て
高
齢
者
施
設
の
内
容
は
人
ご

と
で
は
な
く
見
て
い
ま
す
。
私
は
、
次
男
が
27

歳
の
と
き
に
「
社
長
」の
座
を
譲
り
ま
し
た
。

ト
ッ
プ
が
人
を
育
て
ま
す
。
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界

で
も
そ
う
で
す
け
れ
ど
、
若
い
人
た
ち
と
は
感

覚
が
違
う
。
ご
利
用
者
の
世
代
も
変
わ
っ
て
く

る
。
施
設
も
色
々
な
変
化
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。
横
を
見
て
い
て
も
遅
れ
る
。
最
先
端
を
意

識
し
て
先
取
り
し
て
い
く
こ
と
も
大
切
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

│
│
若
々
し
い
お
姿
で
す
が
、
健
康
の
秘
訣

は
あ
り
ま
す
か

　
杣　
33
歳
の
と
き
、
結
婚
を
機
に
妻
の
趣
味

だ
っ
た
テ
ニ
ス
を
始
め
、
今
で
も
週
に
1
〜
2

回
は
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
行
き
ま
す
。
神
戸
ロ
ー

ン
テ
ニ
ス
倶
楽
部
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
38
年
。

私
は「
変
速
テ
ニ
ス
」と
言
わ
れ
て
ま
す（
笑
）。

80
歳
の
テ
ニ
ス
仲
間
が
今
日
も
待
っ
て
く
れ
て

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
＊

　
杣
　
浩
二（
そ
ま　
こ
う
じ
）

　
株
式
会
社
サ
ン
ビ
ル
ダ
ー
会
長
。Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
神
戸
平
和
研
究
所
理
事
長
。
神
戸
芸
術
文

化
会
議
学
術
会
員
。モ
ル
ド
バ
国
立
教
育
大
学

名
誉
教
授
。モ
ル
ド
バ
キ
リ
ス
ト
神
学
大
学　

哲
学
博
士
。（
社
）神
戸
市
テ
ニ
ス
協
会
副
会
長
。

社
会
福
祉
法
人
こ
こ
ろ
の
家
族
理
事
。

　
1
9
5
1
年
10
月
6
日
北
九
州
生
ま
れ
。

　
1
9
7
1
年　

不
動
産
業
起
業
。

　
2
0
1
0
年　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
神
戸
平
和
研

究
所
設
立
。

　
主
な
著
書
に
「
日
本
文
化
も
と
を
た
ど
れ
ば

聖
書
か
ら
」「
四
大
文
明
の
神
は
聖
書
の
神
」「
日

本
古
来
の
神
仏
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
神
」「
古
代

ユ
ダ
ヤ
人
は
日
本
に
来
て
い
た
│
実
証
的
証

明
」
な
ど
。

大
学
に
は
行
か
ず
社
会
で
勉
強
し
た

震
災
を
機
に

独
自
に
研
究
始
め
る

高
校
で
は
学
生
運
動
に
熱
中
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堺・大阪・神戸・京都・東京 ───
「故郷の家」各施設のホットな話題をお伝えします
※各施設のブログもご覧ください。QRコードからどうぞ！

京都
堺

良い写真が撮れました！

　9 月 19 日、敬老の日。故郷の家･京都では、施設最高齢の
男性・女性、それぞれ 1 名の方にお祝いの花束贈呈と記念撮
影を行いました。女性入居者様 101 歳、　男性入居者様 100
歳です。
　また、今年 100 歳を迎えられる方を対象に京都府、京都市
からの記念品贈呈と記念撮影を合わせて行ないました。普段
とは違った衣装に身を包み、女性は綺麗にお化粧をして、職
員と一緒に笑顔で写真を撮りました。
　良い写真が撮れたので、家族さんにもお送りし、たいへん
喜んでいただきました。

　
9
月
10
日
は
、
韓
国
の
秋
夕

（
チ
ュ
ソ
ク
）。
旧
暦
の
8
月
15

日
に
行
わ
れ
る
、
日
本
の
お
盆

に
相
当
す
る
行
事
で
す
。
故
郷

の
家
・
京
都
で
も
、
例
年
通
り
、

ご
先
祖
様
に
料
理
や
果
物
、
手

作
り
の
ソ
ン
ピ
ョ
ン
を
お
供
え

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、チ
マ
チ
ョ

ゴ
リ
で
着
飾
っ
た
入
居
者
の

方
々
が
、
順
番
に
ご
先
祖
様
に

手
を
合
わ
せ
、
お
祈
り
を
捧
げ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
禍

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
換
気
を

し
て
、人
数
を
制
限
し
、ユ
ニ
ッ

ト
ご
と
に
分
か
れ
て
、
参
加
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
お
一
人
お
ひ
と
り
記

念
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

　
9
月
19
日
（
日
）の
敬
老
の
日
。
過
去
最
強
ク

ラ
ス
、
と
呼
ば
れ
た
台
風
14
号
の
影
響
が
心
配
さ

れ
ま
し
た
が
堺
の
施
設
で
は
特
に
被
害
も
な
く
、

お
昼
に
松
花
堂
弁
当
の
ご
ち
そ
う
と
好
み
の

ジ
ュ
ー
ス
、
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
ビ
ー
ル
な
ど
で
乾

杯
を
し
、
各
フ
ロ
ア
で
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。

 

　
大
き
な
海
老
の
天
ぷ
ら
や
美
し
い
か
ぼ
ち
ゃ

の
煮
物
の
飾
り
切
り
に
「
ご
ち
そ
う
や
ね
え
〜
、

美
味
し
い
わ
」
と
満
面
の
笑
顔
。
魚
釣
り
ゲ
ー
ム

で
は
「
タ
コ
を
釣
っ
た
よ
、
次
は
フ
グ
や
！
」「
頑

張
っ
て
〜
」
と
和
気
あ
い
あ
い
。
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

で
は
全
集
中
（
！
）
し
て
真
剣
に
取
り
組
ま
れ
、

普
段
物
静
か
な
方
の
力
強
い
シ
ョ
ッ
ト
に
、
職
員

が
び
っ
く
り
す
る
よ
う
な
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

 

　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
敬
老
の
日
も
今
年
で
3
回
目
。

皆
で
一
堂
に
集
ま
っ
て
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
は
ま

だ
難
し
い
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
工
夫
を
凝
ら
し

て
楽
し
い
時
間
を
一
緒
に
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
け

れ
ば
、
と
思
い
ま
す
。

 

♪
素
敵
な
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
音
色
で
盛
り
上
げ
て

く
だ
さ
る
入
所
者
様
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
♪

ごちそうとゲームで敬老の日を楽しむ

手作りの
ソンピョンもお供え

京都・秋夕2
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神戸

1
0
0
歳
越
え
が
4
人
！

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

東京

秋夕の果物の差し入れ
ありがとうございました

　
敬
老
の
日
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
お
し
ゃ

れ
撮
影
会
を
行
い
ま
し
た
。
利
用
者
の
皆
さ

ん
が
そ
れ
ぞ
れ
、
純
粋
に
お
し
ゃ
れ
を
楽
し

む
と
い
う
思
い
の
下
、
お
化
粧
や
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
を
施
し
て
い
た
だ
き
、
綺
麗
に
美
し

く
写
真
撮
影
に
臨
み
ま
し
た
。
利
用
者
さ
ん

に
と
っ
て
も
貴
重
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
1
0
0
歳
越
え
が
4
人
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
！
　
昨
年
か
ら
お
ひ
と
り
増

え
ま
し
て
、
故
郷
の
家
・
東
京
に
と
っ
て
、

と
て
も
お
め
で
た
い
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　9月10日に旧盆の行事を行いました。
　今回はポスコジャパン株式会社さんからたくさんの果物の
差し入れをいただきました。ポスコさんにはいつもお世話に
なっており、ありがたく、お供え物の料理と一緒に使用させ
ていただきました。感謝申し上げます。
　秋夕の茶礼を行った後、皆さんはガーデンに出て、日光浴
と会話の「秋夕」の日を楽しんでおられました。

　ショートステイをご利用になられた利用者さん。特養
に入所されている利用者さんは昔からの友人である事を
偶然知り、再会に涙され、その後話が尽きることはあり
ませんでした。「長生きしてもえーなことないと思ってい
だけど、こんな事があるんやったらもっと長生きせなな」
と笑顔で帰宅されていきました。

　
9
月
10
日
（
土
）、
今
年
も
秋
夕
の
行
事
を
行

い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ
の
願
い
と
感

謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
祭
祀
を
行
い
ま
し
た
。

職
員
一
同
も
参
加
し
、
1
日
も
早
く
コ
ロ
ナ
に

よ
り
楽
し
い
事
が
制
限
さ
れ
て
い
る
生
活
が
終

わ
る
よ
う
に
願
い
を
込
め
て
お
祈
り
し
ま
し
た
。

コロナ罹患後より寝たきりになり、ショートステイ利用と
なった利用者さん。施設に入りリハビリを頑張った結果、
手引き歩行で歩けるまで回復されています。9 月はコロ
ナウイルスの影響で直接面会は制限しておりオンライン
面会でしたが、ご家族様より「画面の向こうからも良く
なっていることを感じられる」と言われました。

昔からの友と再会！

リハビリがんばって見事回復！

願いをこめて
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対象: ダビデスカウト隊員 19名
場所: 慶州(仏国寺、慶州ワールド、慶州夜景観光)

  <感想：パク・ウンジ>
ユネスコ世界文化遺産! 慶州の仏国寺に行ってきました。
歴史的にも意味深く、雄大で素晴らしい建築物など、千年
以上経っても変わることのない姿が神秘的でした。
訪れた遺跡でスタンプを押す「歴史文化探訪スタンプラ
リー」もあったので、より楽しめました。
慶州は10年後にまた訪れたい場所になりました。

共生園（養護施設）

共生再活院（知的障害者施設）

木浦障害者療養院（重度障害者施設）
慶州の仏国寺に行ってきました

　毎年夏には利用者さんたちが心待ちにしている
行事があります。
新型コロナで支援者の皆様やご家族を招待でき
ず、私たちだけでのレクリエーションを楽しみまし
た。
　それでも「サマーフェスティバル」はみんなに
最高の喜びと幸せをもたらしてくれました。

　木浦市の「2022 体験活動健康パッ
ケージ」支援事業に選ばれ、Beauty 
Farm フレームガーデンづくりを体験し
ました。
　小さなボックスフレームの中の庭園で
すが、丁寧に心を込めて木のまわりにき
れいな花を飾る利用者さんたちの姿がと
ても幸せそうに見えました。不器用な仲
間を助けてあげながら、みんなで楽しむ
様子が素敵ですね！
　完成した作品を手に、笑顔で写真撮影
をしました。

フレームガーデンづくりを体験 

楽しかった2022 サマーフェスティバル

こころの家族のルーツ、韓国木浦共生園やその姉妹施設の近況をお伝えします
●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　　
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2022 年 8月・9月の寄付者 ( 敬称略 )

  2022 年 8 月・9月の来訪者・ボランティア ( 敬称略 )

李 善惠
田内 緑
故郷の家募金箱
枝川 愛の教会
徐 鍾煥
梅田 達夫
土井 康晴
匿名希望者
岩田 卓三
小林 四郎
ながやま歯科
  永山 成大
黒木 保博
本河 みぎわ
申 英子
松下 令子

田内 基
清水 光久
藤原 一臣
李 守陳
中村 啓子
藤田 裕之
畑 正樹
畑 有紀
山口 貞夫
星田 正雄
金 慶光
ペン株式会社
金氏高麗人参株式会社
金山 委智夫
(有)テラヲ貸物店
峯岸 義則

栗原 彬
張 宏司
㈱スポーツ寿苑 
  代表取締役 鄭 貞子
西村 勝一
多胡 元喜
株式会社ヤマエン
タープライズ 
  代表取締役　池 正淑
夫 昇培
佐藤 美津子
「ハートサービス運
動」募金箱
聖ヨハネ病院　
　松岡 順之介
宮原 智文

浅野 征三
浅野 和子
岡 真由美
鈴木 仁
単立キリスト教八街グ
レイス教会 申 鉉錫
高 弘
金下 慶子
藤原 興
オートプロ島田　
　島田 隆男
鄭 仁孝
宮崎 静子
埼玉・コリア21　
 小川 満　小川 厚子
河 良明

佐藤 隆一　佐藤 博子
福井 規公子
山本 大
㈱グローバル　
  代表取締役　
  川島 忠義
吉澤 まゆみ
小寺 顕一
申 佳子
タキザワ オリエ
篠田 栄子
梅田 巧
多田出 佳代子

■故郷の家(堺)
赤羽 隆雄ご家族
塩津 秀子ご家族
原田 洋子ご家族
晋山 敏男ご家族
柳生 民枝ご家族
山尾 宣ご家族
宮崎 泰ご家族
大井 敏子ご家族
良山 秀次ご家族
中野 時子ご家族
大阪日韓親善協会
  会長　中川 和雄
駐広島大韓民国領事
館　総領事　林 始興
駐大阪大韓民国総領
事館　趙 成烈
金 基周

米田 眞理子
あゆみ介護センター
医療法人ペガサス　
理事長　馬場 武彦
社会福祉法人学正会
永山歯科　永山 成大
片山 誠治
金 一姫
岡 真由美

■故郷の家・神戸
金谷 小香ご家族
野村海浜病院
（株）三國製靴
㈱テスティパル
清水 光久
ファミリーファーマ
シー

(株）平安
岡本 直美
在日本大韓民国民団
西神戸支部
片山 妙子
田中 順子ご家族
吉田 久美子
村上 順子ご家族
嶺山 廣慶ご家族
金 正三ご家族
西山 眞佐子ご家族
玉田 一世ご家族
尾辻 登美子ご家族
南 健造ご家族
淡田 眞美子ご家族

■故郷の家・京都
安東 秀南ご家族

河本 和子ご家族
大森 秀子ご家族
河本 澄子ご家族
東原 三郎ご家族
梅林 禮子ご家族
南 竒順様ご家族
竹内 春子ご家族
金森 敏康ご家族
吉永 節子ご家族
西川 リヨ子ご家族
赤井 美和子ご家族
金氏高麗人参株式会社

■故郷の家・東京
奥山 瞳ご家族
田村 京ご家族
姜 順子ご家族
新井 利子ご家族

佐藤 那可子ご家族
藤田 トモ子ご家族
齋藤 實ご家族
橋本 恵子
瀧澤 トミ子ご家族
芳賀 初子ご家族
吉野 幸子ご家族
矢吹 タケノご家族
金子 和子ご家族
小林 美智子ご家族
井ヶ瀬 末子ご家族
嶋田 誠子ご家族
柳 花子ご家族
金 成花ご家族
㈱テスティパル
平安祭典
㈱阪南ビジネスマシン

■故郷の家(堺)
新型コロナウイルス
蔓延予防のため、ボ
ランティア様の受入
れなし。

■故郷の家・大阪
ボランティア様の受
入れなし。

■故郷の家・神戸
大薗 共基（元職員ボ
ランティア）

■故郷の家・京都
8月：横尾 幹江、矢田
貝 縫子　(※いずれも
職員ボランティア)。9
月はボランティアの
受け入れなし。

■故郷の家・東京
申榮美

2022 年 8月・9月の寄贈者 (敬称略。すべての方のお名前を記しているわけではございません。ご了承ください)

堺
大 阪
神 戸

1,830 ,760  円
 1 ,500  円
58 ,036  円

京 都
東 京
法 人

  1 ,601 ,000  円
100 ,000  円

1 ,931 ,380  円

皆様のご支援に感謝申し上げます
2022年 8 月・9月 寄付合計 5,522,676円
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二
重
マ
ス
の
文
字
を
組
み
合
わ
せ
て
で
き
る

言
葉
を
答
え
て
く
だ
さ
い
。

日
韓
福
祉
交
流
通
信
　
こ
こ
ろ
の
家
族
　
　
20
22
年
11
月
1日
発
行（
第
34
8号
）　
購
読
料
：
年
1.
00
0円
（
隔
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在日韓国老人ホームを作る会の働きにより
「こころの家族」が誕生しました。
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法人本部　〒590-0142　大阪府堺市南区檜尾3360-12　
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　　　　　E-mail :  kazoku@kokorono.or.jp

　正解者の中から３名さまに、かわ
いい犬型埴輪のキーホルダーをプレ
ゼント。堺市内の百舌鳥古墳群近く
から出土した埴輪をモデルにしたも
のです。
　応募は、はがきにクロスワードパズ
ルの答、住所・氏名・電話番号をお
書きのうえ、

〒590-0142堺市南区檜尾3360-12「故郷の家・クイズ係」
まで。12月10日締め切り。
　本誌をお読みになった感想、メッセージなどもどうぞお書
き添えください。

プレゼント

①輸入品が高くなりますが輸出は好調に。
⑤自分で学習すること。
⑦窃盗罪は7年だそうです。
⑨ごはん。
⑩──の叫び。
⑫「スミ」を使ったパスタも人気。
⑬男性も──休暇を取りましょう！
⑮足が不自由なときはこれが頼り。
⑯子羊の肉。

※

前
回
の
答
は「
イ
ジ
ョ
ウ
キ
シ
ョ
ウ
」で
し
た
。

ブログ　http://kokyosakai.blog40.fc2.com/
■故郷の家   （堺） 大阪府堺市南区檜尾3360-12　TEL 072-271-0881

ブログ　http://kokyoosaka.blog79.fc2.com/
■故郷の家・大阪 大阪府大阪市生野区中川2-4-26　TEL 06-6753-6580

ブログ　http://kokyokobe.blog40.fc2.com/
■故郷の家・神戸　 兵庫県神戸市長田区東尻池町 7-4-21　TEL 078-651-1555

ブログ　http://kokyokyoto.blog41.fc2.com/
■故郷の家・京都　 京都府京都市南区東九条南松ノ木町47　TEL 075-691-4448

東京都江東区塩浜1-4-48　TEL 03-3644-0555
ブログ　http://kokyotokyo5.blog.fc2.com/

■故郷の家・東京　
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こころの家族は、韓国の地でキリスト教精神に基づき、愛
の生涯を全うした田内千鶴子の志を受け継ぎ、民族・文化
を越えて高齢者、児童、障害者と共に生きる社会づくりを
目指します。

共生園、共生再活院、木浦障がい者養護院、イェソン自立院、
務安自立院、全羅南道家庭委託支援センター、国連世界孤
児の日制定推進運動

A）愛の寄付金　　自由な金額
B）賛助会員月　　1,000 円（年 1万 2千円）
C）留学生支援　　月 5,000 円（年 6万円）
D）１％会員　　　（所得、売上、祝儀、遺産、感謝）
E）  １坪会員　　　35万円(堺)、45万円(神戸)、30万円(京都)、
　　　　　　　　　100万円 ( 東京、大阪 )
F）建設会員　　　 100 万円
G）名誉会員　　　 1 千万円

郵便振替　　　口座番号： 00940-0-329280
　　　　　　　加入者名：社会福祉法人こころの家族
銀行振込　　　銀行名　：三菱UFJ 銀行
　　　　　　　支店名　：光明池支店　普通 1052623
　　　　　　　口座名義：社会福祉法人こころの家族

こころの家族は韓国尹鶴子共生財団が支援する、下記の
施設運営および事業に協力しています。

寄付申込書
年　　　月　　　日

＊寄付申込書は下記まで FAXで、または郵送でお送りください。

お名前

連絡先　〒

TEL

FAX

ふりがな

ご寄付内容　　※支援先（施設名、事業名）を具体的にお書きください。

●（　　　　　　）として（　　　　　　）口　寄付します。
●海外協力事業に（　　　　　　）口　寄付します。

（自宅・会社）

FAX  072-271-5474

ようこそ  こころの家族へ

海外協力事業

ご参加ください

ご送金の方法

本法人は統一教会とは関係ありません

お読みになった後はお隣の方にもおまわし下さい
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